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生産性革命に関する取り組み
国土交通省 生産性革命本部(平成28年3月7日設置)によるプロジェクト推進
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i-Constructionに関する経緯

・人口減少社会でも社会のあらゆる生産性を向上させることで､経済成長を実現させることが
できる

・社会資本整備の進め方を｢賢く投資･賢く使うインフラマネジメント戦略へ転換し､(中略)
i-Constructionを進めます｡

・本年を｢生産性革命元年｣と位置付け､国交省の総力を挙げ､生産性の向上に向けた取組みを進め
たいと考えております｡

【石井国土交通大臣 発言（抜粋）】
・省を挙げて｢社会のベース｣､｢産業別｣､そして｢未来型｣の３つの分野の生産性向上に取り組む
ことで､我が国経済の持続的で力強い成長に貢献｡

・｢本格的なｉ-Constructionへの転換｣は､調査･測量､設計､施工･調査及び維持管理･更新のあら
ゆるプロセスにICT(※)を取り入れることで生産性を大幅に向上するものです｡

○平成28年 3月 7日 国土交通省生産性革命本部（第１回会合）

○平成28年 4月11日 「i-Construction委員会」報告書の公表

○平成28年 9月12日 未来投資会議（第１回）

○平成27年12月15日 ｢i-Construction委員会｣の立ち上げ

○平成28年 1月 4日 国土交通大臣会見

【安倍総理 発言（抜粋）】
・建設現場の生産性を､２０２５年までに２０％向上させるよう目指します。
・そのため､３年以内に､橋やトンネル､ダムなどの公共工事の現場で､測量にドローン等を投入
し､施工､検査に至る建設プロセス全体を３次元データでつなぐ､新たな建設手法を導入します｡

(※) ICT：Information and Communication Technology(情報通信技術) 2



i-Constructionを進めるための３つの視点
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i-Construction ～建設現場の生産性向上～
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i-Construction ～トップランナー施策～

○現場毎の一品生産、部分別最適設
計であり､工期や品質の面で優位な
技術を採用することが困難｡

○設計､発注､材料の調達､加工､組立
等の一連の生産工程や､維持管理を
含めたプロセス全体の最適化が図
られるよう､全体最適の考え方を導
入し､サプライチェーンの効率化､
生産性向上を目指す｡

○部材の規格(サイズ等)の標準化に
より､プレキャスト製品やプレハブ
鉄筋などの工場製作化を進め､コス
ト削減､生産性の向上を目指す｡

全体最適の導入
(コンクリート工の規格の標準化等)

©三井住友建設

（例）鉄筋のプレハブ化、埋設型枠の活用現場打ちの効率化

クレーンで設置 中詰めコン打設

プレキャストの進

化

（例）定型部材を組み合わせた施工

クレーンで設置

©大林組

規格の標準化 全体最適設計 工程改善

コンクリート工の生産性向上のための３要素

ICTの全面的な活用
(ICT土工)

○調査･測量､設計､施工､検査等の
あらゆる建設生産プロセスにおい
てICTを全面的に活用｡

○３次元データを活用するための15
の新基準や積算基準を整備｡

○国の大規模土工は､発注者の指定で
ICTを活用｡中小規模土工について
も､受注者の希望でICT土工を実施
可能｡

○全てのICT土工で､必要な費用の計
上､工事成績評点で加点評価｡

ドローン等を活用
し､調査日数を削減

３次元設計データ等
により､ICT建設機械
を自動制御し､建設
現場のICT化を実現｡

３次元測量点群デー
タと設計図面との
差分から､施工量を
自動算出

【建設現場におけるICT活用事例】

《3次元測量》

《ICT建機による施工》

《3次元データ設計図》

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

４
月

６
月

８
月

１
０

月

１
２

月

２
月

４
月

６
月

８
月

１
０

月

１
２

月

２
月

４
月

６
月

８
月

１
０

月

１
２

月

２
月

４
月

６
月

８
月

１
０

月

１
２

月

２
月

民 間 公 共

Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度

施工時期の平準化

○公共工事は第1四半期(4～6月)に
工事量が少なく､偏りが激しい｡

○限られた人材を効率的に活用する
ため､施工時期を平準化し､年間を
通して工事量を安定化する｡

平準化

出典：建設総合統計より算出
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i-Constructionの 「貫徹」
○Society5.0においてi-Constructionを｢貫徹｣させ､建設現場の生産性を2025年度まで

に２割向上を目指す
○令和元年度は､ICT施工の工種拡大､現場作業の効率化､施工時期の平準化に加えて､測

量から設計､施工､維持管理に至る建設プロセス全体を3次元データで繋ぎ､新技術､新
工法､新材料の導入､利活用を加速化するとともに､国際標準化の動きと連携

※「i-Construction推進コンソーシアム（第３回企画委員会）」(H30.6.1）資料より 6



〇港湾事業(直轄)の実施方針
｢担い手の育成･確保｣｢働き方改革｣｢生産性の向上｣の３本柱を中心に実施

① 担い手育成・確保

・若手技術者の登用促進

・女性も働きやすい現場環境

整備の促進

・担い手育成･確保に繋がる

活動の促進

・民間資格の登録状況

・積算基準の改訂

・中小企業の受注機会の確保

・公共工事労務単価の見直し

・直轄工事の死傷者数の推移

・作業船保有状況等の評価

・三者連絡会の対象工事拡大

② 働き方改革

・工程提示型の拡大

・荒天リスク精算型の拡大

・休日確保による工事成績

評定の加点

・休日確保による請負金額の

変更増

③ 生産性の向上

・ICTの導入

→ICT浚渫工の更なる推進

→ICT対象工事の拡大

→ICTを活用した品質管理

業務の効率化の検討

→CIMの活用

・発注工事の平準化

(平準化国債､ゼロ国債の活用）

・配置予定監理技術者の

契約後の変更

・書類の削減

港湾事業における生産性向上の取り組み（直轄事業）
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港湾におけるＩＣＴ活用の拡大方針【令和元年度(案)】

○ICT浚渫工のさらなる推進

・ICT浚渫工(測量のみ)の本格運用
（WTO､A等級は｢発注者指定型｣､B､C等級は｢施工者希望型｣)

・ICT浚渫工(施工のICT化)の試行工事の実施
（GNSSを活用した施工箇所の可視化)

○ICT活用事業の拡大
・ICT基礎工､ICTブロック据付工のモデル工事の

実施

・ICT本体工の検討(ケーソンの自動据付等を想定)

○ＣＩＭの活用

・桟橋等を対象にCIM※を活用した設計業務の実施
(桟橋式構造から重力式構造(ケーソン)への拡大)

※CIM:Construction Information Modeling/Management

・ＣＩＭを活用した工事の実施

○監督・検査の省力化
・ＩＣＴを活用した監督・検査方法の検討

(施工管理システムの導入､各システムの連携､施工情報の

一元管理等)

※赤字：新規項目(具体的な実施内容については､｢港湾におけるi-Construction WG｣において検討する) 8



1.ＩＣＴ浚渫工のさらなる推進

2.その他の工事へのＩＣＴの拡大
■基礎工､ブロック据付工のモデル工事の実施

捨石投入・均し ブロック据付

■浚渫工(施工のICT化)の試行工事の実施

施工箇所の可視化

■浚渫工における３次元測量の本格運用

3.ＣＩＭの活用
■CIMを活用した試行工事の実施(施工計画・安全性確認等)

4.ＩＣＴを活用した品質管理業務の効率化の検討

■既存のソフトやシステムを組み合わせることで､従来手
作業で行ってきたデータ入力等の作業を大幅に効率化。
発注者側電子帳票システムとの連動を検討｡

工事帳票
システム
との連動

（検討中）

データ
打替え

作業不要

スマホ、タブレットを活
用して

現場でデータ入力

出来形管理ソフト等

野帳から
データ

入力不要

港湾におけるＩＣＴ活用の拡大方針【令和元年度(案)】
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ＩＣＴ施工の事例(浚渫工)

【起工測量】 【本工事】
(従前)シングルビーム測深
(ICT) マルチビーム測深

(標準化)

【出来形測量】
(従前)旗入れによる掘削箇所

確認
(ICT) GPS施工管理装置による

掘削箇所可視化

(従前)シングルビーム測深
(ICT) マルチビーム測深

【水路測量(※)】

【各種実施要領等の策定(浚渫工編･平成31年4月改訂版)】
① マルチビームを用いた深浅測量マニュアル ※水路測量に対応
② ３次元データを用いた港湾工事数量算出要領 ※積算､出来形管理に対応
③ ３次元データを用いた出来形管理要領 ※受注者向け
④ ３次元データを用いた出来形管理の監督･検査要領 ※発注者監督職員向け

請 負 工 事

(従前)工事終了後別途実施
(ICT) 請負工事

出来形測量成果を活用

水 路 測 量

※海上保安庁が海図や水路通報を
発行するために必要な測量

〇ICT施工は､ﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑ測深
を標準化することで､
従来工事終了後に別途
行っていた水路測量を､
工事出来形測量成果を
もって対応可能とした。
時間･コストの削減

〇工事の流れと各種要領等の整備 ICT施工により一本化

グラブ浚渫

3次元測量図 施工状況の可視化

･３次元データを活用した
電子検査の実施

・完成状況の可視化
・出来形数量計算の自動化･可視化により施工期間短縮

×
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取り組みの３本柱

工事書類の
｢集約等｣による
削減

工事書類の
｢提出抑制｣による

削減

工事書類の
｢二重提出防止｣
の徹底

労働時間の抑制

｢工事書類削減｣の取り組み

【具体例】
・工事書類の集約

履行報告書､休日作業願､立会願等､各種提出書類を｢週間工程表｣の１様式に集約。
・工事書類の提出抑制

出来形管理､品質管理の写真撮影頻度の削減｡建退共､安全教育訓練の実施等報告書類
の最小限化｡

・工事書類の二重提出防止
電子納品する工事書類の紙提出の禁止。電子検査の推進｡
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＜「写真管理システム」 「出来形・品質管理システム」の導入・連携＞

（北陸地方整備局での取り組み）

｢監督・検査の省力化｣の取り組み
■ 監督・検査の省力化への取り組み事例①

出来形管理図表が
自動作成

品質管理図表が
自動作成

写真管理･出来形管理システム
は連動しており､写真の分類と
同時に出来形管理表を作成

工 事 名 主 な 工 種 工 事 期 間

金沢港(南地区)岸壁(-7.5m)(改良)築造工事(その２) 地盤改良工（高圧噴射撹拌） H30年3月～H30年10月

新潟港（西港地区）航路泊地付帯施設護岸築造工事 基礎工、堤体工、上部工、消波工 他 H30年3月～H30年11月

金沢港(南地区)岸壁(-7.5m)(改良)築造工事(その３) 海上地盤改良工（深層混合処理） H30年3月～H31年3月

【写真管理システム】
①電子黒板の作成､撮影
②サーバーに送信､保存
③写真の自動整理

【出来形･品質管理システム】
①設計値､規格値の登録
②写真から実測値の登録
③社内規格値の一括設定
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■ 監督・検査の省力化への取り組み事例①－１ 【金沢港・新潟港工事】

市販ソフトウェア(施工管理ソフト､電子小黒板ソフト)を利用した写真･出来形管理の連携による省力化､効率化

【発注者】国土交通省 北陸地方整備局
【請負者】東洋建設株式会社
【工事名】金沢港(南地区)岸壁(-7.5m)(改良)築造工事(その2)､新潟港(西港地区)航路泊地付帯施設護岸築造工事

①出来形管理表の作成
(工種、測定項目、測定箇所)

②「電子小黒板ソフト」による撮影
(測定値をその場でタブレットにて入力、黒板に反映)

⑤撮影写真は｢出来形管理ソフトの機能｣
にて工種フォルダに自動的に振分け

④出来形管理表の完成
③｢施工管理ソフト｣｢写真管理ソフト｣
を同期させる自動的に管理表作成

・工種､測定箇所､測定項目､設計値､
略図等を事前に設定し､撮影時に
選択使用することで､撮影時記入
手間が軽減 ⇒約９時間軽減

・実測値はタブレットで記入
・略図も自動的に黒板に反映 ・黒板の位置・サイズは自由に変更可能

・悪条件時の黒板書きのストレス削除

・自動的に数値が反映
・PC入力の手間を削減
・設計値との差も自動計算

・自動的に管理表作成＆ヒストグラム
なども自動作成

・写真の仕分け時間・内容記入の時間が
大幅に削減 ⇒約18時間軽減

｢監督・検査の省力化｣の取り組み
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「電子小黒板ソフト」を利用した写真・出来形管理の連携による省力化、効率化

【発注者】国土交通省 北陸地方整備局
【請負者】五洋・みらい特定建設工事共同企業体
【工事名】金沢港(南地区)岸壁(-7.5m)(改良)築造工事(その３)

■ 監督・検査の省力化への取り組み事例①－２ 【金沢港工事】

②｢電子小黒板ソフト｣による撮影
(｢施工管理ソフト｣と同期後､｢写真管理ソフト｣上で測定値入力→黒板反映)

①出来形管理表を事前に作成
(工種･測点･項目･設計値)

①工種・細別

②測点 ③測定項目・設計値

測定値を入力

測定値を入力すれば
黒板に反映される

※情報や図形等を自由にﾚｲｱｳﾄ可能

・｢施工管理ソフ
ト｣と｢写真管理
ソフト｣を同期

電子小黒板のメリット

・黒板の位置･サイズは自由に

変更可能
・黒板の文字が鮮明

(薄暗い場所･夜間でも有効)
・黒板を持つ補助員が不要
・黒板を置く場所を選ばない
・撮影時の安全性が向上
・黒板の雨濡れ､風で倒れる

心配無用

・データをドラック＆ドロップする
ことで黒板情報を元に自動振分け

⇒通常の約1/2の時間で整理

工種・細別等フォルダ分け

③｢施工管理ソフトの機能｣による
撮影写真の自動振分

④｢施工管理ソフト｣と｢写真管理ソフト｣を同期させ､自動的に出来形管理表の
帳票作成（施工管理ソフトの機能でオリジナルの管理表に貼り付け）

：金沢港(南地区)岸壁(-7.5m)(改良)築造工事(その3)

：五洋・みらい特定建設工事共同企業体

：小林　信博

：CMC-5号
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海上地盤改良工　深層混合処理杭打設位置(平面変位量)　出来形管理図表
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許容範囲の50％（+5cm）

許容範囲の50％（-5cm）

許容範囲の80%（+8cm）

許容範囲（+10cm）

設
計

値
と

の
差

(c
m

)

凡例

許容範囲（-10cm）

許容範囲の80%（-8cm）
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-4
-2
0
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12

許容範囲
( ±10cm )

許容範囲の80%
(±8cm )

許容範囲の50%

(± 5cm )

設計値との差

・同期すれば自動的に数値が反映
・PC入力の手間を削減
・手入力によるミスの防止
・設計値との差も自動計算

データの割り当ては
施工管理ソフトの機能を使用

・施工管理ソフトで入力した
管理項目(測点､測定項目､
設計･実測等)をオリジナル
の管理表に割り当て

｢監督・検査の省力化｣の取り組み

黒板は「電子小黒板
エディタ」で作成
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｢監督・検査の省力化｣の取り組み
■ 監督・検査の省力化への取り組み事例②

＜施工管理情報の一元管理＞

（日本埋立浚渫協会での取り組み）

従
来
の
手
順

現
在
の
取
組

今
後
の
展
開

CIMサーバ
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施工管理情報のクラウドによる共有、CIMモデルによる一元管理
【発注者】 国土交通省 近畿地方整備局 舞鶴港湾事務所
【請負者】 東洋建設株式会社
【工事名】 舞鶴港第2ふ頭地区岸壁(-10m)改良等工事 （※CIMモデル活用試行工事）

■ 監督・検査の省力化への取り組み事例②-1 【舞鶴港CIMモデル活用工事】

クラウド
ストレージ

電子小黒板（出来形・写真）

出来形管理表 写真帳

属性情報

CIMモデルによる一元管理システム

品質管理記録

建設現場 現場事務所、本社

• クラウドで､現場､現場事務所､本社間で最新の情報を共有

(※現時点では発注者とはメールによる情報共有）

• CIMモデルに作成した書類等を属性情報として付与し､施工情報の一元管理シス
テムを構築(CIMモデルへの属性情報付与の自動化を検討中)

• 上記システムには検査に必要な書類がすべて集積されることから､検査システム
としても使用可能｡また､維持管理時での施設データベースとしても利用可能｡

• 市販ソフトウェア(施工管理ソフト､電子小黒
板ソフト)を利用し帳票等の書類作成を自動化

• 事務所に戻らず書類作成が現場で完結

• 計測し忘れ等の防止

⇒生産性（省力化・効率化）、品質の向上

タブレット(出来形･品質管理)

施
工
情
報(

デ
ー
タ)

｢監督・検査の省力化｣の取り組み
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i-Constructionが目指すもの

単なる
コスト縮減

少ない技術者でも
良いものを作れる仕組みづくり

ＣＰＵや機械が出来ることはＣＰＵに任せ､人がやらな
ければならない事に時間を割けるようにすること｡
例えば
現場での問題点の解決や改善､交渉毎や技術開発

i-Constructionにより港湾工事の現場での生産性向上を通じて働き方を変える｡
・書類の作成に追われる日々から決別する
・現場に出て､人の判断や想像力が必要な仕事に時間を割く
・残業を無くし人間らしい生活がおくれる職場にする

魅力ある港湾工事現場を作ることで、若者が興味を持つ職場に変える！

最後に
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